
2014年 5月 23～25日；宮城県東松島市における交流ボランティア 

～四日市看護医療大学災害支援の会主催 第 22 回派遣～ 

 
 
＜活動の概要＞ 

■被災地視察 

小学生 74人が犠牲になった大川小学校、300人以上の住人が亡くなり集団移転が決まってい
る東松島市の大曲浜を視察し、矢本運動公園仮設の自治会長小野竹一氏よりお話を聴かせていた
だきました。 

■仮設住宅交流ボランティア 

午前に、矢本運動公園の仮設住宅を全戸戸別訪問し見守巡回、交流イベントの周知を行いまし
た。午後からは、足浴や血圧測定、茶話会により交流を行いました。 

■民謡＆津軽三味線ライブ(スタッフの一部が 25日も延泊して活動) 

 津軽三味線奏者の KUNI-KEN、民謡歌手の阿部康とともに、4か所の仮設住宅で慰問コンサ
ート＆お茶会を開催しました。 

 

＜参加者＞43名 

四日市看護医療大学学生 15 名、四日市大学学生 12 名、三重大学学生 4 名、桑名北高校生徒 2

名、教員 6名、民謡ライブ 4名 
 
＜参加費＞ 

参加費：8,000円（スタッフは 1,000円）；延泊参加者は、追加費用 13,000 円 

＜費用の内訳＞ 

・四日市大学－宮城県の往復バス・現地での移動 

・食事；24日の昼食（その他は各自負担） 

・入浴；24日 1回分 

・ボランティア活動保険・旅行保険 

＊延泊参加者は、帰りの高速バス代、24日夕食・25日昼食、25日入浴 

 

＜本隊スケジュール＞ 
★5月 23日（金） 
18：00四日市看護医療大学 4階、40B教室に集合 
19：00四日市看護医療大学出発（四日市看護医療大学バス停裏の職員駐車場） 
★5月 24日（土曜） 
6：00頃；道の駅「上品の郷」で朝食(各自負担)と洗顔(30分程度の休憩)  
7：00大川小学校の視察 ⇒ 東松島市大曲浜の視察 
9：00矢本運動公園仮設住宅集会所に到着、降車・荷物搬入・ミーティング 
9：30から準備と個別訪問（11時半までには終了して集会所に戻ること） 
11：30集会所にて昼食（弁当を支給します） 
12：30交流ボランティア（告知は 13：00としますが、早めにスタートします） 
15：00民謡＆津軽三味線ライブ 
16：00振り返りミーティング 
18：00片付けと掃除 
18：30活動場所出発 ⇒ 仙台に移動 
★5月 25日（日曜） 
8：00四日市看護医療大学帰着 ⇒ 片付け ⇒ 解散 
 

＜民謡ライブ概要＞ 
★5月 24日（土） 
11：00 グリーンタウン②集会所でライブ＆お茶会 
15：00 矢本運動公園仮設住宅西集会所でライブ 
★5月 25日（日） 
10：30 根古仮設住宅集会所でライブ＆お茶会 
14：00 ひびき工業団地仮設住宅新集会所でライブ＆お茶会 


